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1. はじめに 

 超伝導フィルタは近年の周波数資源逼迫の問

題を解決する先端技術の一つである。しかし高

耐電力を必須とする送信用超伝導フィルタに関

しては、その実現に至っていない。我々は超伝

導バルクを用いた送信用フィルタを提案・研究

し、5 段共振器フィルタにおいて 100W 以上の

耐電力が得られることを報告してきた[1, 2]。

しかし周波数特性には改善の余地があり、共振

器個々の中心周波数シフトによるトリミングに

加え、外部 Q 値(Qe)の可変によるトリミングが

有効であると考えられる。本研究では誘電体・

金属ロッドを用いた Qe 可変構造を提案し、そ

の有効性を評価したので報告する。 

 

2. 実験方法および実験結果 

図 1 にキャビティ―の内部構造を示す。図

1(a)は蓋部分の構造であり、上下可動な誘電体

(金属)ロッドが埋め込まれている。図 1(b)はキ

ャビティ―本体であり、内部には空間が設けら

れており、中央にはアルミテープで梱包された

アルミナ基板が埋め込まれその内部にバルクの

ディスク型共振器がさらに埋め込まれている。

これらを組み合わせることで実験機構を作製し

た。今回 Qe<80 であるためバルクの材料は銅

を使用した。また右側面の給電線(I/O port)から

中心導体が伸び、右の空間を横切り中央基板近

傍に達している。この給電線上に誘電体及び金

属ロッドをそれぞれ近づけ共振特性を測定した。

図 2 にロッド高さを変化させた際の Qeの変化

を示す。誘電体ロッドを用いたとき Qeは 76か

ら 73 に変化し、また、金属ロッドを用いたと

き Qeは 75 から 49 に変化した。ロッドの材質

によって Qe の変化幅に違いがあり特に金属ロ

ッドにおいて Qeの可変幅 27 を得た。これは 3

段から 8 段フィルタで必要とされる Qeの可変

幅 14を十分に満たしており、金属ロッドがよ 

  

 

図 1 (a)キャビティ―(上蓋), (b)キャビティ―(本体) 
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図 2 誘電体・金属ロッドを用いた Qeのロッド

高さの関係 

 

り有効であることがわかった。また、シミュレ

ーションに関しては講演の際述べる。 
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